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プロクェ ッションと語用論一一語用論 はいかに 「場」の行動を分析するか

はじめに
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従来 、言 語理 論では、 コ ンテ クス トが言語に どのよ うに影響す るか 、とい うことにっ いて は十分に扱われ

て こなかった。 それは コンテクス トとい う概 念が体 系的に特徴づ けるにはあ まりにも雑然 と してお り、規定

の仕方 が難 しく、曖 昧か つ異 な った意 味で用 い られ る ことが多か った ためで ある。 しか し、W.Labov

(1969)に よ って コ ンテ クス トの分析 に変異規則{variablerules)が 導入 され、 さらに言語 とコンテクス ト

の関係 を分析す る語 用論研 究が著 しい進展をみせた結果 、コ ンテ クス トが言語事象 の様々な面 に関与す ると

いう事 実が明 らか とな ったaそ して この概念 の扱 いが再考 され、その重要性 が認識 される におよび、場面論

にっいての関心 が近 年高 ま りをみせ て いる(Durand&Goodwin(eds.)1992)。 会話や談話 の意 味 もコン

テクス トや社 会的場面 に依 存 しては じめて十 分 に理解す る ことが可能 とな る.従 って、 コンテクス トは人間

同士 のかかわ りを考 慮 しない静態的な もの としてで はな く、人々 の社会集 団内で行 われる相互行 為の一部で

ある動態 的な概 念 と して と らえる必要 がある。語用論や 談話 分析、そ して社会言語学 を含む言語科学 の理論

的基 盤が拡 大 した結 果、人 々は特徴 的な 談話環 境で ある諸制度 や広範 囲な プロクェ ッシ ョンに見 られ るコ

ミュニ ケー ションの諸問題 にアプ ローチ できるよ うにな り、その問題解決 に向 け重要 な役割 を果 た して くる

ようになったnこ れに伴 い、諸 制度 の研 究 とそ こに見 られる問題 を実践的 に解決す る方 法 と して制度 的 トー

クの研究 が今 日次第 に脚光 を浴び つつあ る.近 年 、Geargetowni]niversityRauridTableanLanguages

andL.inguistics(GURT)2000:Linguistlcs,LallguagesandtheProfessions(2000)や 香港市立大学 での

ResearchandPracticeinProfessionalDiscourse(2000)な どの国際会議や多 くの関連テーマ の研究 書

(口㎎ 口agea亡 肋f∫f(1996),Cロgnf亡ionandCornm皿lca亡fona亡 恥r丘(1996),G已nr聞nd丘1s`加 古fon5

(1997),TheCon部rUc加 力ofPro岳s5∫onalDfscour肥(1997),1ヨn斑 蝶gea亡1弔brk(1998),Dlscoursein

Prof巨ssfona∫Cロnte姓s(ユ999),甜1k,Wbrlf6田dlns亡f亡uffona∫Order(1999)な ど)の 出版 に見 られるよ う

に、 この研 究 は.語 用論 の重要 な研 究領域の一つ と して 次第 に成果 を挙 げて きて いる。

このような状況 に鑑み、 本 シンポ ジウムで は、言語学 、コ ミュニケー ション障害学 、法社会学 の各 領域 の

事 象において 「場面 」が どのよう扱われて いるか につ いて.3人 の講師 か らい くっかの問題が提起 された。

国広講 師は 、(認 知)場 面 と視点(同 一一文 中での切 り替 え、移動、二重視点な ど)が いか に言語表 現に反

映す るかにつ いて、話者 の心理 的視点 の違いによる 日英語 の心理、感情動詞 の用法、 フラ ンス語や 日本語 古

語 「け り」の解釈 、 日英語 の未 来完 了アスペク トな どを興 味深い具体例に基 づ き解説 した0ま た、語 の基本

的意義 では、そ の結 びつ きが密 であ る場面 の情報 が重要で ある ことな ど、言 語表現の使用 やその意味解釈 に

つ いて今後 の研究 の方向性 を示唆す る興味深い発表で あった。

大井講 師は、 臨床研 究 を通 して得た体験 か ら、重度の知的 障害を持 つ子供 と知的 に正常 な 自閉症 の子 供の

知能 ・言語 ・コミュニケー シ ョン を対 比する ことで、子供 との会話 、伝え合 いのあ り方 、言語 シス テム との

関連 について再考 した。そ して話 し手 の意図の明示、話 し手 ・聞き手間の役割 の割付 け、関係 の原則 か ら見

た発話 と解 釈 にかかわる会 話エ ピソー ドについて検討 した0こ の分野は語用論 の中で未 開拓 の領域 と して位

置 づ け られて きた だけ に、本 発表 は この領 域 におけ る語 用論 的研 究の先駆 的役割 を果 たす ものと し意義 深
1く

、更 なる研究 の進展 が期待 され る0

樫村 講師は 、興 味深 い具体的相談事例 に基 づ き、発話 交換 システム と捉 える視角か ら、法律相談 場面の会

話 分析 を通 じて 、 「(法)制 度 性」 について解 明 した.先 ず 、その制度 を構成す る トークが いか に分 析 され

るかにっき、workplacecommunicatlon研 究の 中心的枠組 みの一 つであるエスノメソ ドロジー に依拠 し

た 「会話 分析 」の方 法(日 常的行為 の実 践(practicesofevelyaylife)の 構 造を観察 ・記述す るアプローチ)

について説明 した0そ の後 、 トーク には、 自他の権利や義務 、能力や資格 な ど、行動 準則的要素 を形成 した

り、評価 した りす る ものとみな され る ことが多 い ことを指摘 したv最 後 に、法律相 談 の制 度的特 徴 を要 約

し、そ の制度が会話 のプ ロセ スに どのよ うに影響 し、実 践的意義 を持つか を力説 したtl

このように、国広講師 はlexlca1(cognitive・pragmatic)serrranticsの 立場 か ら1大 井 講師 と樫村講師 は

会話分析 の手法 によ り、 当該場 面での メッセー ジの送 り手 と受 け手 との理解 や解釈 という共通の特性 にっ い

て、語用論 的視点か らの見解 を示 しつつ、その実践的な意義 と問題解 決の可能 性を提言 した。
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